
北海道札幌啓成高校 2019年度カナダ研修 

第 4日目 2020年３月 3日 報告書 

 

今日は終日スタディーセンター外での活動となります。お天気も幸運なことに午前中は曇りで、雨は降らない予報となって

います。まずは、一番太平洋側にあるカナダ・アメリカ国境を目指します。ここは Peace Arch Park と呼ばれる、カナダ・

アメリカ国境周辺にある平和公園となっており、この公園内であれば、パスポートなしに両国の領土を徒歩で行き来する

ことができます。国境線となっている北緯 49 度線を示す石標が数メーター毎に立っており、こっちがカナダ、向こうがアメリ

カと判るようになっています。北緯 49度線をまたぎ、半分アメリカ・半分カナダの状態で記念撮影をしました。 

 

その後、バスなど大型車両の通れる内陸の国境に向かい、アメリカに正式に入国しました。ひとりひとり、パスポートを出し、

指紋や写真を撮って審査を行いました。待ち時間も入れて国境通過には 30 分程度かかりましたが、全員が無事に入

国することができました。 

 

国境の町、Bellingham にあるショッピングモールでランチ休憩を取りました。郊外にあるホームステイエリアの

abbotsford にはないアメリカ式の大きなモールや車窓からの風景で、車で 30 分程度しか離れていないにも関わらず、

国境を越えたカナダとアメリカの違いを感じられたのではないかと思われます。その後、Lynden という小さな町を散策しま

した。1800 年代後半からオランダ人入植者によって作られた町で、中心部にはオランダの風車を模した建物や、木造の

ヨーロッパ風の建物が立ち並ぶユニークな街並みを自由に散策して歩きました。普段、テレビや映画で見る「アメリカ」とは

異なるアメリカを見る、珍しい経験となったはずです。 

 

スタディーセンターへの帰り道、アメリカからカナダへの国境では、バスを降りることも、入国審査を受けることもなく、パスポー

トを提出して書類上の手続きのみでスムーズに再入国することができました。少し早めに到着し、お迎えの来ている生徒

からホストファミリー宅に帰宅していき、研修４日目が終了しました。 

 

以上、カナダ研修 4日目の報告となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左）国境線の北緯 49度をまたいでの集合写真 

右）オランダ人の町 Lynden の風車前で集合写真 


